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昭
和
47
年
（
一
九
七
二
）
５
月
15
日
、

沖
縄
が
日
本
に
「
返
還
」
さ
れ
、
今
年

で
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。「
沖
縄
復
帰

五
〇
周
年
記
念
式
典
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
先
ん
じ
て
「
日
本
復
帰
」

と
な
っ
た
奄
美
諸
島
に
お
い
て
も
沖

縄
返
還
運
動
が
展
開
し
、
そ
れ
は
、

１
９
６
７
年
11
月
の
沖
縄
返
還
奄
美

れ
、
団
長
は
「
亀
津
は
教
育
の
盛
ん
な

町
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
高
校
、
小
中

を
み
た
が
、
立
派
な
施
設
ば
か
り
で

あ
っ
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て

い
ま
す
（「
徳
州
新
聞
」
昭
和
44
年
12

月
１
日
）。

で
き
ご
と
の
列
挙
に
終
始
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
近
現
代
史
に
お
け
る
徳

之
島
と
沖
縄
と
の
関
係
は
２
０
１
０
年

の
米
軍
基
地
移
設
反
対
運
動
で
も
問
わ

れ
ま
し
た
。
徳
之
島
の
歴
史
経
験
が
今

後
の
琉
球
弧
の
島
々
の
「
連
携
」
に
固

有
の
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
、
あ
ら
た

め
て
徳
之
島
を
含
む
奄
美
と
沖
縄
と
の

関
係
性
を
ふ
り
返
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 （
町
誌
編
さ
ん
室　

竹
原 

祐
樹
）

郡
民
会
議
（
以
下
「
郡
民
会
議
」）
の

設
立
を
画
期
と
し
ま
し
た
。
郡
民
会
議

を
中
心
と
し
た
奄
美
に
お
け
る
沖
縄
返

還
運
動
は
、
奄
美
の
復
帰
運
動
の
経
験

を
足
場
と
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
奄

美
の
復
興
状
況
が
沖
縄
の
即
時
返
還
の

要
求
を
裏
打
ち
す
る
役
割
を
担
わ
さ
れ

た
こ
と
、
他
方
で
従
来
の
奄
美
と
沖
縄

と
の
関
係
の
希
薄
さ
に
対
す
る
気
づ
き

が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
特
徴

と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
〔
小
野

２
０
１
６
〕。

で
は
、
徳
之
島
で
は
ど
の
よ
う
な
返

還
運
動
が
展
開
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

や
は
り
、
前
述
の
郡
民
会
議
に
参
画
す

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
模
索
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
契
機
と
し
て
、
昭
和
43
年

（
１
９
６
８
）
３
月
16
日
に
亀
津
の
「
い

ろ
は
屋
」
に
お
い
て
「
沖
縄
返
還
を
叫

ぶ
奄
美
郡
民
会
議
発
起
人
会
」
が
開
か

れ
、
沖
縄
県
人
会
代
表
の
徳
之
島
町
議
・

具
志
頭
道
秀
氏
ら
10
余
名
の
発
起
人
代

表
や
郡
民
会
議
の
大
津
幸
夫
氏
ら
が
集

ま
り
、
沖
縄
返
還
の
声
明
の
採
択
、
町

内
約
60
団
体
に
呼
び
か
け
て
、
４
月
上

旬
に
結
成
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
い
ま
す
（「
徳
州
新
聞
」
昭
和

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

沖
縄
の
「
日
本
返
還
」
と
徳
之
島

43
年
３
月
18
日
）。
は

た
し
て
、
４
月
13
日
に

は
「
沖
縄
返
還
奄
美
郡

民
会
議
徳
之
島
支
部
」

（
以
下
「
徳
之
島
支
部
」）

が
結
成
さ
れ
、
支
部
長

に
具
志
頭
道
秀
氏
、
副

支
部
長
に
徳
之
島
町
役

場
職
員
組
合
長
・
上
原

福
一
氏
ら
が
就
任
し

て
い
ま
す
。
徳
之
島
支
部
の
運
動
方
針

は
、
郡
民
会
議
本
部
の
案
を
全
面
的
に

承
認
、
署
名
そ
の
他
全
力
を
あ
げ
る
こ

と
で
し
た
（「
徳
州
新
聞
」
昭
和
43
年

４
月
15
日
）。

そ
の
後
、
昭
和
44
年
の
「
徳
州
新
聞
」

に
は
徳
之
島
支
部
の
活
動
は
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
昭
和
45
年
の
４
月
28
日
に

北
緯
27
度
線
付
近
の
近
海
で
実
施
さ
れ

た
「
沖
縄
返
せ
の
海
上
大
会
」
の
本
土

代
表
団
（
６
０
０
人
超
）
が
前
日
の
27

日
に
徳
之
島
に
入
り
、
亀
津
市
街
地
で

デ
モ
行
進
を
し
て
い
ま
す
（「
徳
州
新

聞
」
昭
和
45
年
５
月
４
日
）。

昭
和
44
年
11
月
25
日
に
は
、
琉
球
立

法
院
の
７
人
が
沖
縄
返
還
の
「
鑑
（
か

が
み
）」
と
し
て
の
奄
美
の
復
興
状
況

を
視
察
す
る
一
環
で
徳
之
島
を
訪
れ

て
い
ま
す
。
視
察
団
は
「
亀
津
学
士

村
」
な
ど
の
情
報
を
得
て
い
た
と
思
わ
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